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下
に
「
及
び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
一
号
」
を
、「
病
児
保
育
事
業
（
第
八
項
」
の
下
に
「
及

び
第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
二
十
二
号
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
中
「
指
定
都
市
」の
下
に「
若

し
く
は
中
核
市
」
を
、「
児
童
福
祉
法
施
行
令
」
の
下
に
「
第
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
る
市
町
村
相
互
間
の
連
絡
調
整
等
、
同
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
広
域
的
な
対
応
が
必
要
な
業
務
、法
」

と
あ
る
の
は
「
法
」
と
、「
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
（
特
別
区
を
含
み
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律

第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。）及
び
法
第
五
十
九

条
の
四
第
一
項
の
児
童
相
談
所
設
置
市
（
以
下
「
児
童
相
談
所
設
置
市
」
と
い
う
。）を
除
く
。）の
数
を
三
十
で
除
し

て
得
た
数
（
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
一
に
切
り
上
げ
る
。）」
と
あ
る
の
は
「
一
」

と
、
同
令
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
四
条
の
三
十
二
第
三
項
中
「
中
「
指
定
都
市
」
の
下
に
「
若
し
く
は
中
核
市
」
を
、「
と
、
指
定
都
市
」

の
下
に
「
又
は
中
核
市
」
を
、「
又
は
指
定
都
市
」
の
下
に
「
若
し
く
は
中
核
市
」
を
加
え
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
二
第
一
項
第
十
二
号
中
「
第
二
章
第
二
節
第
一
款
及
び
第
二
款
」
を
「
第
二
十
一
条

の
五
の
十
」
に
、「
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
の
指
定
等
」
を

「
協
力
そ
の
他
市
町
村
に
対
す
る
必
要
な
援
助
及
び
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
一
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
都
道

府
県
知
事
に
よ
る
連
絡
調
整
又
は
援
助
」
に
改
め
、
同
項
第
十
八
号
中
「
受
理
等
（
」
の
下
に
「
同
法
第
二
十
一
条

の
五
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
支
援
に
係
る
も
の
及
び
」
を
加
え
、「
の
事
業
」
を
削
り
、「
及
び
」
を
「
又

は
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
号
中
「
第
三
十
四
条
の
三
及
び
」
を
削
り
、「
、
同
法
」
を
「
並
び
に
障
害
児
通
所
支
援

事
業
等
（
中
核
市
が
行
う
も
の
に
限
る
。）、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
に
係
る

同
法
」
に
、「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
一
号
中
「
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す

る
」
を
削
り
、「
同
法
」
を
「
児
童
福
祉
法
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
二
号
中
「
児
童
福
祉
法
第
六
条
の
三
第
十
三
項

に
規
定
す
る
」
を
削
り
、「
同
法
」
を
「
児
童
福
祉
法
」
に
改
め
、
同
項
第
二
十
七
号
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
支
給
」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
五
第
一
項
（
同
法
第
二
十
一
条
の

五
の
十
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）中
「
ご
と
に
行
う
」
と
あ
る
の
は
「
ご
と
に
行
う
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
中
核
市
の
市
長
は
、
当
該
指
定
が
次
項
に
規
定
す
る
特
定
障
害
児
通
所
支
援
に
係
る
も
の
で
あ
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
十
七
第

五
項
中
「
も
の
は
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
か
ら
」
と
、「
又
は
同
法
」
と
あ
る
の
は
「
に
つ
い
て
同
法
第
七
十
八
条
の

五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
同
法
」
と
、「
を
廃
止
し
、
又

は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前

ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
を
行
つ
た
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

当
該
」
と
あ
る
の
は「
に
つ
い
て
同
法
第
百
十
五
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
」

と
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
七
第
二
項
中
「
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県

知
事
」
と
、「
関
係
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
関
係
中
核
市
の
市
長
」
と
、
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
指

定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
八
第
五
項

中
「
指
定
都
市
若
し
く
は
中
核
市
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
」
と
、「
関
係
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の

は
「
関
係
中
核
市
の
市
長
」
と
、
同
法
第
三
十
三
条
の
十
八
第
一
項
中
「
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
並
び
に
指

定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
設
置
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
」
と
、「
、
指
定
障
害
児
相
談
支

援
又
は
指
定
入
所
支
援
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
指
定
障
害
児
相
談
支
援
」
と
、
同
条
第
六
項
中
「
指
定
障
害
児
通
所

支
援
事
業
者
又
は
指
定
障
害
児
入
所
施
設
の
設
置
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
」
と
、「
当
該

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
又
は
指
定
障
害
児
入
所
施
設
」
と
あ
る
の
は「
当
該
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
」

と
、
同
法
第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
及
び
都
道
府
県
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
道
府
県

及
び
中
核
市
」
と
、
同
法
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
中
「
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
若
し
く
は
小
規
模
住
居
型
児

童
養
育
事
業
を
行
う
者
」
と
あ
り
、
及
び
同
法
第
三
十
四
条
の
六
中
「
、
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
又
は
小
規
模
住

居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
」
と
あ
る
の
は
「
を
行
う
者
（
都
道
府
県
を
除
く
。）」
と
」
を
加
え
、「
、
同
法
第
三

十
三
条
の
十
八
第
一
項
中
「
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
及
び
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
並
び
に
指
定
障
害

児
入
所
施
設
等
の
設
置
者
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
障
害
児
相
談
支
援
事
業
者
」
と
、「
指
定
通
所
支
援
、
指
定
障
害
児

相
談
支
援
又
は
指
定
入
所
支
援
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
障
害
児
相
談
支
援
」
と
」
を
削
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
十
一
の
二
第
三
項
中
「
、
同
法
第
七
十
二
条
の
二
第
五
項
中
「
か
ら
」
と
あ
る
の
は

「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。）は
」
と
、「
に
つ
い
て
同
法
第
二
十
一
条

の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
を

廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の

日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
を
行
っ
た
中
核
市
の
市
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、

当
該
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
、
第
七
十
五
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
共
生
型
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
」と
、

「
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
も
」
と
」を
削
り
、

「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
共
生
型
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。）は
」
を
「
か
ら
」
に
改
め
、「
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の

に
限
る
。）を
廃
止
し
」
を
削
り
、「
を
廃
止
し
」
と
、「
」
を
「
に
つ
い
て
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
障
害
者
総
合
支
援
法
」
と
、「
を
廃
止
し
、
又

は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前

ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
を
行
っ
た
市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
」
に
、「
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
」
と
あ
る

の
は
「
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
当
該
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
に
つ
い
て
、第
七
十
八
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

共
生
型
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）」
を
「
」
と
あ
る
の
は
「
」
に
、「
廃

止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
も
」
を
「
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
」
に
改
め
、「
、
同
法
第
百
十
五
条
の
二
の
二

第
五
項
中
「
か
ら
」
と
あ
る
の
は「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
共
生
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」と
い
う
。）は
」

と
、「
に
つ
い
て
同
法
第
二
十
一
条
の
五
の
二
十
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ

た
と
き
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
を
行
っ
た
中
核
市
の
市
長
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
当
該
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
に
つ
い
て
、第
百
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

共
生
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
」
と
、「
若
し
く
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
」
と
あ
る
の
は
「
又
は

休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
も
」
と
」
を
削
り
、「（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
共
生
型
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。）は
」
を
「
か
ら
」
に
、「
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
」
と
あ
る
の
は
「
な
ら
な
い
も
の
と
し
、

当
該
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
に
係
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
つ
い
て
、
第
百

十
五
条
の
十
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃
止
又
は
休
止
の
届
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。
共
生
型
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
障
害
者
総
合
支
援
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）」
を
「
」
と
あ
る
の
は
「
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
四
条
の
四
十
九
の
十
二
第
二
項
中
「
第
四
十
一
条
の
二
第
四
項
中
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
と
あ
る

の
は
「
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）」
を

「
第
四
十
一
条
の
二
第
五
項
中
「
も
の
は
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
か
ら
」
と
、「
又
は
同
法
」
と
あ
る
の
は「
」に
、「
若

し
く
は
同
法
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に

係
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）」
を
「
又
は
同
法
」
と
、「
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨

を
当
該
指
定
を
行
っ
た
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
」
と
あ
る
の

は
「
」
に
、「
休
止
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
介
護
保
険
法
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
（
当
該
指
定
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。）又
は
同
法
第
五
十
四
条
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
福
祉
法
第
二
十
一
条
の
五
の

三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
通
所
支
援
」
を
「
休
止
の
」
に
改
め
、「
こ
れ
を
」
と
」
の
下
に
「
、
同
法
第
五
十
一
条


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